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今年も早くも残りわずかで師走となりました．自己
紹介が遅くなりましたが，今年度より新たに本雑誌の
編集員を務めていますので，どうぞよろしくお願いい
たします．
大学病院や大病院の臨床検査は厳しい時代になり，

ISO15189 など臨床検査の国際規格の認証を得ること
で検査結果に付加価値をつける努力が多くの施設で行
われています．本号の“オピニオン”では検査技師の
第二期黄金時代の到来と言える明るい話を載せていま
す．これからの検査技師は，従来型の検査室に閉じこ
もって検査をしているだけではなく，広く臨床現場に
出て患者に接することに活躍の場があり，臨床検査の
現場も変貌していくのではないでしょうか．
“病気のはなし”の「ネフローゼ症候群」では，臨
床検査技師に興味がある検査所見と診断さらに治療に
関してわかりやすく解説されています．“臨床医から
の質問に答える”では，血小板機能検査が血栓性疾患
の診断・病態の評価や抗血小板剤の効果判定に重要性
があるにもかかわらず，血小板機能の粘着・放出・凝
集の検査データのばらつきが大きく，これらの要因を
血小板機能検査依頼時の注意点として，詳しく解説し
ていますので，参考にされるとよいでしょう．“失敗
から学び磨く検査技術”では，溶血がインスリン測定
で負の誤差を与えることは知られておらず，測定項目
の問題を検証して臨床に還元することは非常に重要で
あり，同様に“Laboratory Practice”ではABO血
液型検査の判定に問題となる事例とその留意点を解説
しています．また，「院内感染対策からみた採血」で
は，採血手技の注意点や採血時の安全性の確保につい
て簡単にまとめていますので，ぜひ心がけて実践して
いくべきであります．
“Topics”としては，抗血小板抗体検査に用いられ
ているMPHAの検査法の検査時間を大幅に短縮した

M-MPHAについて，他の検査への応用も含めて解
説しています．この検査法は磁性粒子を用いて従来法
を改良したもので，今後広い分野での発展を期待した
いです．
この冬は，暖冬か寒さ厳しい冬かはわかりません

が，インフルエンザや風邪などに罹らず，この雑誌か
ら少しでも多くの臨床検査の知識を学び，新しい知識
を生み出せるように私も努力いたしますので，皆様も
頑張っていきましょう．

(曽根伸治)
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